











































FST(外科医 1名、麻酔科医 1名、看護師 2名)を
講師とし、ケニア国内の4つの州で各々2日間行つ
た。参加者は地域の公立病院から2-3名ずつ、各
開催地20人前後であつた。 1日目はICRCの紹介、
救急処置のABC及び生理学的 。解剖学的評価 と対
応、 トリアージの基礎の講義を、2日目には大規模
災害時における病院での負傷者受入れの講義後、グ
ループに分かれ、多数の負傷者が発生 した場合を
想定した トリアージの机上訓練を行つた。また最後
にICRCの戦傷外科治療基準に基づいた外科処置・
治療や麻酔の講義を行つた。参加者からは、経験の
少なかった銃や槍による外傷の治療・処置や トリア
ージのエリア設定等について、多くの質問があつた。
また警察との連携、各病院・診療所との連携につい
ても、活発な意見交換が行われた。参加者は意欲的
で、ワークショップで学んだことを病院ですぐ実行
する、フォローアップに病院を訪問してほしい、開
催回数を増や しより多くの人に参加 させたい、など
の意見があった。演者は、国際救援の派遣及びワー
クショップ開催は初めての経験であつたが、大規模
災害における緊急医療対応について学ぶ良い機会と
なった。多数の負傷者を受け入れる対応は、基本的
には日本国内と同様であり、日頃の国内での災害救
護、コ1練および教育が必要であると考えた。
要望演題
